
プログラム 

・前回のふりかえり・ﾁｰﾑ愛称・ﾛｺﾞの発表 

・市の男女共同参画の取組紹介 

・事例紹介「私の好きなことをカタチに」 

・テーマワーク「Ｎ十色でやりたいこと」 

・レクチャー・講評 

 自分たちの「好きなこと」をカタチにしながら、誰もが

「自分らしく」「いきいき」とした暮らしができるまちを目

指して始まったこのプロジェクト。 

 今回は、４つのテーマに分かれて、チーム「Ｎ十色

（ながくてといろ）でやりたいこと」を話合いました。 

事例紹介 

日時：9月13日(土) 10：00～12：30 

場所：西小校区共生ステーション 

参加者：19名 

ﾁｰﾑ愛称･ﾛｺﾞ発表 

 夢であったコミュニティカフェを今秋市内にオープンするさいとうけいこさん

に、どのようにして「好きなことをカタチに」したのか、その想いやポイントをお話

いただきました。 

 長谷川さんからチームの愛称と自身

がデザインしたロゴが発表されました。

万華鏡のイメージしたきれいなロゴに、

メンバーから歓声があがりました。 

長谷川さん 

 出産、子育てのため、やりたいことをやる時間が制

限され、思い描いていた計画どおりには事が進まな

かったけれど、制限された中で、知恵を絞り、工夫

する。それを楽しむことで、ここまでやってこられたと

のこと。その熱い想いとバイタリティあふれるさいとう

さんの姿に、みなさん熱心に耳を傾けていました。 

今できることを、楽しみながら頑張る！ 

         先にやりたいことがあるから、今頑張る！ さいとうけいこさん 

「私の好きなことをカタチに」 さいとうけいこ さん 

男女共同参画プロジェクト 



テーマワーク 

日時：１０月５日(日)10：00～12：30 

場所：西小校区共生ステーション 

内容：Ｎ十色でやりたいことのアイデアを具体化する 

 

次回ワークショップ 

宿題 ①やりたいことの事例を集める 

   ②市民まつりで「市民に聞きたいこと」を考えてくる 

   ③男女共同参画のテーマの「写真」を持ってくる 

      （家族の写真、笑顔あふれる写真など） 

加藤さん、竹澤さん、冨田さん、 

長谷川さん、野村さん、川上さん 

こども 

子どもどまんなか 

  情報、交流、場所、アフタースクール、 

 すべてこどもを中心に考える、という意味 

で「子どもどまんなか」と付けた。 

 子育てに関する情報交換ができたり、親が 

交流する拠点があることで、人がつながり、地 

域が回っていくと思う。また、誰もが知っている 

   「学校」でアフタースクールを行うなどして 

     学校をもっと有効活用をしていきたい。 

くらし 

  男女共同参画の環境づくり、自然にふれる

自然共生、人と人をつなぐイベントの３つテーマ

が出た。メール等でのコミュニケーションが増え

た最近は、人が集うことが少なくなったため、人

と人が手をつないで場を作ることを目的としたイ

ベントが必要であると感じた。また、イベントを通

して、くらしと仕事がリンクするような場づくり 

  もしていきたい。 

人から人へ 

都築さん、山本さん、水野さん、 

蓮実さん、森藤さん、板倉さん 

まなび 

Ｎ十色の人々が集い合い、 

ワクワク語る場 

  退職した団塊の世代の方は、特に地域と

の関わりが少なく、人と会話する場所が少な

いのが現状。そこで、例えば、映画やワーク

ショップをきっかけにし、いろんな世代が会話   

 できる場を、Ｎ十色が作っていきたい。 

   色々な場を活用していくことで色々な 

   「まなび」ができると考えている。 

北川さん、児玉さん、高木さん、

新見さん、中島先生 

 情報が必要であるという背景には親の不安があります。親の不

安を取り払い、子どもが輝ける場をどう作っていくか、必要に応じ

て、市と連携しながら進めていくのも良いでしょう。 

 テーマは何であれ、色々な世代の方がみんなで「ワクワク」

語り合い、色んな「生き方」があることを目の当たりにすること

で、日常の生活が楽しくなると思います。 

 

しごと 

 子どもを保育園に迎えにいくこと、会社で働くこ

と、どちらも仕事。楽しく仕事をすることは、楽（ら

く）ということでもあり、色んな働き方を認め合って

いくことで、男女に関わらず、楽しく、楽に仕事が

できる社会にしていきたい。そのためには、半主

夫半仕事のような、多様な働き方の事例を作っ 

 ていくことも大切だと思う。 

生きていくことは、全部仕事 

成瀬さん、中田さん、嵯峨さん、斎藤さん 

 家事、育児、介護などのアンペイドワークにも目を向け、評価す

ることは大切なことです。女性の社会参画が進むと、「くらし」が

仕事場に持ち込まれ、社会も自ずと変わっていくことでしょう。 

情報があふれているのに、人が繋がれない。だからこそ、日々感じる

不安や将来の展望など、顔を合わせながら話し、共有できる場が必

要であると感じます。イベントを通じて、人が出会えたという実感が持

てる場づくりをしていけるといいですね。 

 皆のやりたいこと、想いを大きくまとめると、くらし、こども、しごと、

まなびの４つのテーマがあがりました。そこで、テーマごとにグルー

プに分かれ、「Ｎ十色でやりたいこと」を話し合い、発表しました。 

 発表後、中島先生から、やりたいことを実現

していくにあたっての「男女共同参画の視点」

についてレクチャーと講評をいただきました。 

中島美幸 先生（市男女共同参画審議会 会長） 

児玉さん 

成瀬さん 

山本さん 

冨田さん 

 今回皆で出し合ったアイデアについて、ぜひやれることから始めて

いきましょう！次回は、「市民まつり」（11/9）や「Ｎ十色プロジェ

クト発表イベント」（3月頃を予定）といった機会に、何を行っていく

か、アイデアを具体化していきます。 


